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地理学専攻であるから、一年から四年まで巡検が実施
された。しかし、何といっても二年の伊豆大島巡検と三年の米沢盆地の巡検は我々地理学専攻の者にとっては忘れられぬ思い出である。四〇年以上たった今でも鮮やかに思い起こすことが き 故ならば、暑い夏、九日間と長期間で、会計等自分の仕事もハードであ が教授を囲みゼミごとの研究やディスカッション、同じ釜の飯を食い、遅くまで語り合った学友との連帯感、美しい島 景観や島民の方々との触れ合い、等々。自分の足で歩 て知る実地踏査 面白さや地理学 基礎を学んだから ある。
二期生ということもあり、 教授他先生方も我々も 「しっ
かりやらねば」という意欲に溢れて たように思う。ここでは最も印象に残 昭和四三年七月一〇日（水）〜七月一八日（木）までの大 巡検 当時の日記に基いて記
すこととする。
巡検に向けて六月末から集金を中心として忙しくな
る。費用は九千円だったが、まとまった大きな金額だし、なかなか集まらず先ず六月二四日に一名、七月二日までに三三名分。 四日に七名、 五日に八名、 六日に六名といった具合で、前日にやっと完納。野木将典先生とのお金の計算も前日まで大変であ た。六月二八日は大島・東京間の切符購入の為に 橋與一教授宅に電話をかけたり、野木先生と話し ったりした結果、青柳と一緒に竹芝桟橋へ行くことになった。もう帰りの分は、あまり無いと言われたが、大島 掛け合ってみたら、帰りの四〇名分は確保できて大変嬉しかった。行きの六四名全員分 帰りの四〇名分で五万数千円 かった。切符が買えなかった残 二四 は江の島へ帰ることに った…。ひとまず切符を購入してやっと少しは肩の荷がおり 気がし
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た。また、前日にハンガーとマジックを購入した。ハンガー六四個で千二百円であった。大橋教授に見せたが、これは向こうで洗濯するときに必要 の事。成る程と思った。
七月一〇日（水）
　　
天気
　
曇り
午後一〇時、たちばな丸（千八百トン）にて竹芝桟橋
を出港。一路、伊豆大島へと進む。長期巡検で気持ちが高揚してか、ずっと眠れず、外にいたので船酔いも大したことはなかった。しかし、潮風のため、上のシャツが湿っていた。
七月一一日（木）
　　
天気
　
晴れ
午前五時、大島の岡田港に到着。小涌園のバスが手配
され、大島小涌園へ直行。宿は分宿で、小涌園と体育協会であったが、 自分は体育協会の二号室。 梅木 石田 （孝） 、百石、菰田の四人で、大島の農業について調査するメンバーである。朝風呂に入 、一寸休んで 午前九時頃バスに乗り込み小涌園を出発し島内 周へ。初めて見る素晴らしい景色に皆、感動した。自分は特に三原山、砂漠地帯、波浮港などを含む海岸線が印象に残っている自然地理、人文地理とそれぞ 研究テーマ 沿 、いよいよ明日か タ トす が、島内一周によって、調査・研究対象としての大島の良さを確認 一人一人の意気込みが高まり 伝わってくるようであった。
七月一二日（金）
　　
天気
　
曇りのち晴れ
今日から本格的な地理巡検が始まる。昨夜二号室全員
で話し合ったことだが、今日は大島の農業についての資料を得ようという事であった。従って 先ず元町の大島農協へ行き、大島の農業についての資料を写す。途中で
巡検中での一コマ（右から 2人目が筆者）
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組合長さんが来られ、大島牛乳を出して下さった。味がすごく濃くて旨かった。また、組合長さんから色々な話を伺った。農協を終え、次に大島町役場に行ったが担当の方が不在で残念であった。午後は大島支庁 。そこで農業担当の方と話し合うことができ、大変勉強になった。最後に、資料となる本一冊をもらった。内容が為に るようで、 とても嬉しかった。 夜のディスカッションも楽しく、寝床につい からも、二号室の仲間と遅くまで今日の成果について語り合った。
七月一三日（土）
　　
天気
　
晴れのち曇り
朝六時半起床。すぐにおばさんの所に行き、冷蔵庫か
ら牛乳を取り出してもらう（実は大島牛乳が旨いので、皆で注文し飲もうという事になった ある） 牛乳各部屋に配り終えると、今度は明日の注文だ。注文と同時にお金を受け取る。そう ないとお金が集まらないらである。今日は石田と共に野増地区 行 。石田はサヤエン豆について、大分調べていたようである 元町までバスで行き、そこからは歩いて行っ 。野増農協に立ち寄り、地区の農業について伺う事が きた 次に野増の農家を五軒ほど調査して歩く。この地区は、半農半漁の生活であり、専業農家は五％、九五％が兼業農業である。中でも第二種兼業農家が七〇 と圧倒的に多い。
農業の中心作物は絹サヤエン豆の栽培であり、漁業ではイセエビ、サザエ、アワビ、テ グサなどを採っているとの事。昔のような共同作業（結い）は無く、労働は家族労働が中心である。今日、初めて農家の聞き取り調査を行い、自分の調査テーマである「大島の農業経営と農業労働」の一端を知る事ができた。
七月一四日（日）
　　
天気
　
晴れ
朝の牛乳配りを終えて、梅木と野木先生と三人で午前
九時半頃に体協 出発。歩いて泉津方面へ向かう。途中、先生が景色の良い所で写真を撮っ 下さった。また、柔道の話が弾んだ。 要するに柔道も懸命にやれという事だ女性の話も色々出た お昼頃、やっと泉津へ着く。ここでも地理 仲間と出会うが、各々のテーマに沿って頑張っていた。自分は梅木と共に農家四、五軒 聞き取り調査。暑く大変であったが、昨日同様、大 に得るところあり。ここでスケッチ した。体協へは梅木と走って帰った。
七月一五日（月）
　　
天気
　
晴れ
今日も暑いが、間伏地区の聞き取り調査で農家五軒を
歩く。間伏の海岸で泳ぐ連中 いたが、自分は海岸の上で写真を撮ったり、スケッチを描 りする。調査を終えての帰りは、三原山山頂で観光で働く馬と一緒に途中
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まで歩く。馬方さんから色んな話を聞き、大変面白く、間伏地区の経営の特色も知る事ができた。夜は盆踊りがあり、地理学専攻の大部分が参加し、楽しかった。
七月一六日（火）
　　
天気
　
雨
朝から強い雨で、部屋（二号室）のメンバーは誰も外
へ出なかった。今までの巡検 まとめ や が 途中に野木先生が来られ、国士舘 事や女性観について語り合う。誰でも女性には興味がある で、とても有意義な？時間であった。午後四時頃 切符 事を思い出し、傘を差し岡田港まで行ったが閉鎖 すぐに元町港へ行き、聞くと、 「当日売り出し」との事でガッカリした 夜は坂口先生 西川先生の話があった。西川先生は大島高校校長先生で、農業について話され で 石田と自分は発表した。夜遅くまでのディスカッションは楽しい時間となった。部屋に戻ってからも深夜まで語り合うが、つのまにか眠っていた。
七月一七日（水）
　　
天気
　
晴れ
昨日のすごい雨は上がり、素晴らしい天気であった。
六時半頃に起床。すぐにおばさんの所へ行き、三二本の牛乳を受け取り各部屋に配る 終わる 最後の注文をとって回った。三四本の注文で、今ま で一番多かった。
今日は梅木、百石と自分は、岡田地区の北の山付近の
調査を行い、自分は四軒の農家を回った。暑くて参った。道を歩く時は女性の話やら副学長の真似をしてふざけたりした。
夕食は
“椿料理
”で最高に旨く、アイスクリームも出
た。夜の討論も最後となったが、相変わらず面白く勉強になった。
伊豆大島、最後の夜であり、やはり部屋の仲間と夜中
の三時頃まで語り合った。恐らく他の部屋の連中も同じであったに違いない
七月一八日（木）
　　
天気
　
快晴
起床時間は七時半であったが、自分は牛乳配り（三四
本）があるので、一番早く起きた。今日で なのでとても嬉しかった。今日は東京、竹芝行きが午後二時三〇分、岡田港発と決まり、小涌園より午前九時頃から数回にわたって私達や荷物を運んでくれた。自分は、野木先生、大橋教授と宿泊費、食事代 体協の宿泊費等々の会計で大変であった。一一時一五分のバスで東京行きも江の島行きも殆どが岡田港に集結。宿舎に残るは六、七人であった。岡田港で先ず二四名分の江 島行きの切符を買いに行くと、驚くかな。東京行きの切符が少し残っていたのだ。玉井、先生等と話し合った結果、江の島行きの人の中でも希望者は東京 変更できるようにした。こ
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のことで自分は小涌園まで走って、まだ残っている人達にこ 状況を伝えたり、希望をと たり、何やかやで、暑い最中、三回も往復するハメとなった。切符を買うときは割引いてくれず、全く踏んだりけったりで ほとほと疲れた…。
自分は東京、竹芝行きになったので、江の島行きは青
柳に任せ、一七名分の切符を渡した。引率者は飯野丹次先生である。午後二時 は
“たちばな丸
”が入港、私た
ちはすぐに乗り込んだ。デッキでは巡検を終えた解放感からか写真を撮ったり、喜び、ふざけるような姿もあったが、江の島組とは蛍の光の曲が流れる中、紙テープでの別れであり、一抹の寂しさが漂った 船室に戻り、 「よし！終った」と喜びに浸りながら 本とバ グを枕にて仮眠をとる。眠り ら覚めたのは六時過ぎ デッキから海を見ると既に東京湾に入ってお 、 周りはうす暗く、海は真っ黒であった。午後七時二〇分、竹芝桟橋に到着。東京の夜景を見ながら「すべて終わったな！」という満足感で一杯であった。
こうして波乱に富み、且つ、実り多く充実した大島巡
検を終えたのである。
この調査・研究の成果は、一一月三日の明治祭（文化
祭）の伊豆大島展へ引き継がれた。一〇月のテスト明け
間伏地区のスケッチ（筆者画）
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から準備に力を入れ、手分けして集中的に取り組んだ。伊豆七島の地図、地層の標本、三原山の模型、アンコさんの絵、伊豆半島と大島の五万 の一地図からの拡大模型、写真等を展示。当日は男子三人が女装しアンコさんに化けたのも良 ったのか？お客さんがものすごく、大入り満員の盛況であった。自分は安高武理事を案内して回った。
